
 
 
 
 
 
 

奈多祇園祭【なたぎおんまつり】 

・アクセス 
JR「奈多」駅より徒歩 10分 
・周辺の観光 
海の中道海浜公園、雁の巣レクリエーションセンター、
志賀島国民休暇村 
筥崎宮玉せせり（1月）、恵比寿神社十日恵比寿（1月）、
筥崎宮放生会（9月） 
・近くの特産品 
博多曲物、博多ちゃんぽん、ワカメ、ウニ。 

【芸能の概要】 
 当日は歌舞伎、劇等の奉納芝居がある。天明 4年（1784）奈多村を疫病と飢饉が襲い、これを鎮め
るため、神に歌舞伎を奉納したのが始まりである。以後今日まで絶えず行われ、万年願と称している。
上演される野舞台は明治 27 年に糟屋郡猪野から移されたものである。 

 
【芸能の特徴】 
 1784(天明 4)年、奈多村に疫病と飢饉が襲い、死者が続出。村人はこれを鎮めるため、年齢に関係
なく氏子全員から金員を徴収して芦屋の歌舞伎を買い、志式神社境内に組立舞台をかけて奉納したの
が始まりと伝えられている。 
 祭が開始されて以来、一度も中断されることなく今日まで続いている。現在は、歌舞伎ではなく旅
芸人一座を買っているが、その費用は昔同様、氏子たちがお金を出し合って捻出する形態である。

 
【使用する祭具・道具など】 
 祭典の際、浦安の舞いで太鼓が叩かれる。 

志式神社前の野舞台 

（福岡市有形民俗文化財） 

7 月 19 日・7月 20 日 

指定なし 

野舞台は福岡市指定有形民俗文化財 

開催場所

開催日

指定


